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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公開番号】特開2019-21733(P2019-21733A)
【公開日】平成31年2月7日(2019.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-005
【出願番号】特願2017-137997(P2017-137997)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ  38/08     (2006.01)
   Ｈ０２Ｍ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   38/08     　　　Ｄ
   Ｈ０２Ｍ    3/28     　　　Ｙ
   Ｈ０１Ｆ   38/08     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月5日(2019.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）と、
　前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）から該一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）の巻
線中心軸（Ｓｐ，Ｓｓ）方向に間隔をおいて配置され、前記巻線中心軸（Ｓｐ，Ｓｓ）方
向において前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）と対向しない非対向部（ＮＦｓ）を有
する二次側の平面空芯コイル（Ｎａｓ）と、
　前記巻線中心軸（Ｓｐ，Ｓｓ）方向における前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）及
び前記二次側の平面空芯コイル（Ｎａｓ）の外側にそれぞれ積層された、一次側の平面コ
ア（Ｃｐ）及び二次側の平面コア（Ｃｓ）と、
　を備え、
　前記一次側及び二次側の各平面空芯コイル（Ｎａｐ，Ｎａｓ）は、前記巻線中心軸（Ｓ
ｐ，Ｓｓ）方向において互いに対向する対向部分（Ｆｐ，Ｆｓ）をそれぞれ有し、
　前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）と前記二次側の平面空芯コイル（Ｎａｓ）とに
おいて、一方の平面空芯コイル（Ｎａｐ，Ｎａｓ）の巻線中心軸（Ｓｐ）の位置は、他方
の平面空芯コイル（Ｎａｓ，Ｎａｐ）の空芯部（Ａｓ，Ａｐ）よりも外側に配置されてお
り、
　前記一次側の平面コア（Ｃｐ）及び前記二次側の平面コア（Ｃｓ）は、互いに間隔を置
いて非接触の状態で配置される、
　プレーナ型トランス（Ｔｐ）。
【請求項２】
　前記一次側の平面コア（Ｃｐ）及び前記二次側の平面コア（Ｃｓ）は、前記巻線中心軸
（Ｓｐ，Ｓｓ）方向における前記一次側及び二次側の各平面空芯コイル（Ｎａｐ，Ｎａｓ
）の空芯部（Ａｐ，Ａｓ）どうしの対向部分（Ｆｐ，Ｆｓ）を挟んで前記巻線中心軸（Ｓ
ｐ，Ｓｓ）方向に間隔をおいて配置されている請求項１記載のプレーナ型トランス（Ｔｐ
）。
【請求項３】
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　前記一次側及び二次側の各平面コア（Ｃｐ，Ｃｓ）は、前記巻線中心軸（Ｓｐ，Ｓｓ）
方向と交差する平面における前記一次側及び二次側の各平面空芯コイル（Ｎａｐ，Ｎａｓ
）の輪郭よりも大きい外形を有している請求項１又は２記載のプレーナ型トランス。
【請求項４】
　前記巻線中心軸（Ｓｐ，Ｓｓ）方向における前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）及
び前記二次側の平面空芯コイル（Ｎａｓ）の間に介設された絶縁基板（５）をさらに備え
ており、該絶縁基板（５）の第１面（５１）に前記一次側の平面空芯コイル（Ｎａｐ）が
形成され、前記絶縁基板（５）の前記第１面（５１）とは反対側の第２面（５３）に前記
二次側の平面空芯コイル（Ｎａｓ）が形成されている請求項１、２又３記載のプレーナ型
トランス（Ｔｐ）。
【請求項５】
　ＬＬＣコンバータ（３）を用いた絶縁型のＤＣＤＣコンバータ（１）のトランス（Ｔ）
として、請求項１～４の何れか１項に記載のプレーナ型トランス（Ｔｐ）を用いたＤＣＤ
Ｃコンバータ（１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の１つの態様によるプレーナ型トランスは、
　一次側の平面空芯コイルと、
　前記一次側の平面空芯コイルから該一次側の平面空芯コイルの巻線中心軸方向に間隔を
おいて配置され、前記巻線中心軸方向において前記一次側の平面空芯コイルと対向しない
非対向部を有する二次側の平面空芯コイルと、
　前記巻線中心軸方向における前記一次側の平面空芯コイル及び前記二次側の平面空芯コ
イルの外側にそれぞれ積層された、一次側の平面コア及び二次側の平面コアと、
　を備え、
　前記一次側及び二次側の各平面空芯コイルは、前記巻線中心軸方向において互いに対向
する対向部分をそれぞれ有し、
　前記一次側の平面空芯コイルと前記二次側の平面空芯コイルとにおいて、一方の平面空
芯コイルの巻線中心軸の位置は、他方の平面空芯コイルの空芯部よりも外側に配置されて
おり、
　前記一次側の平面コア及び前記二次側の平面コアは、互いに間隔を置いて非接触の状態
で配置される。
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